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第
一
○
五
回
本
会
に
て
西
井
格
太
郎
の
履
歴
画
の
存
在
と
格

識
順
天
堂
医
院
手
術
傍
観
録
な
る
も
の
を
見
出
し
た
こ
と
、
お

よ
び
こ
の
も
の
は
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
保
管
富
山
専
一

識
順
天
堂
医
院
手
術
傍
観
録
と
同
一
の
文
章
か
ら
な
る
こ
と
を

報
告
し
た
。
こ
の
両
傍
観
録
は
明
治
初
期
の
外
科
手
術
の
実
態

を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
格
識
傍
観
録
の
内
容
概
略
を
紹
介
し
、
専
一
識
の
も

の
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
・
格
識
傍
観
録
は

二
冊
本
で
総
頁
四
一
五
頁
か
ら
な
り
、
専
一
傍
観
録
は
薄
く
三

冊
か
ら
な
る
が
、
内
容
的
に
は
同
一
の
文
章
、
挿
絵
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。

そ
の
記
載
は
患
者
の
来
歴
、
進
先
生
の
診
察
と
そ
の
病
気
に

対
す
る
解
説
そ
れ
は
当
時
の
最
新
の
国
際
的
知
識
で
あ
り
、
そ

17

格
識
順
天
堂
医
院
手
術
傍
観
録

西
井
易
穂

人
・
健
康
・
医
の
研
究
所

れ
を
踏
ま
え
た
上
で
の
進
先
生
の
そ
の
患
者
に
対
す
る
手
術
方

針
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
患
者
の
手
術
施

行
の
同
意
を
求
め
て
い
る
。
最
後
に
手
術
の
詳
細
な
描
写
が
記

載
さ
れ
終
了
し
て
い
る
。
手
術
後
、
病
室
に
移
行
し
て
以
後
の

経
過
記
録
は
な
く
、
失
敗
例
の
記
載
は
皆
無
で
、
記
述
さ
れ
て

い
る
外
科
手
術
は
多
岐
に
亘
る
。

例
え
ば
、
痔
瘻
二
八
例
を
筆
頭
に
諸
種
成
形
手
術
、
乳
が
ん

を
含
む
諸
種
癌
腫
、
骨
肉
腫
の
手
術
、
骨
切
断
術
、
脱
肛
、
包

茎
手
術
、
兎
唇
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
術
が
で
て
く
る
が
、
中
に

鼻
茸
と
い
う
の
が
、
一
二
例
で
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
一
例

の
冑
潰
瘍
死
体
解
剖
の
詳
細
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
。

格
太
郎
は
眼
科
医
と
し
て
の
国
家
試
験
を
受
け
、
認
定
さ
れ
て

い
る
が
、
順
天
堂
に
お
け
る
眼
科
領
域
の
手
術
は
一
四
例
傍
観

し
て
い
る
。
眼
科
治
療
に
関
し
て
そ
の
時
代
の
名
医
井
上
達
也

に
師
事
し
た
こ
と
が
、
履
歴
画
、
な
ら
び
に
顕
彰
碑
に
明
示
さ

れ
て
い
る
。
佐
藤
進
先
生
の
格
太
郎
に
対
す
る
順
天
堂
医
院
で

助
手
を
勤
め
て
い
た
こ
と
を
保
証
す
る
直
筆
の
保
証
書
に
よ
る

と
、
格
太
郎
は
明
治
一
三
年
七
月
よ
り
明
治
一
五
年
五
月
ま
で

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
格
識
傍
観
録
の
記
録
は
明
治
一
四
年
二
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月
よ
り
明
治
一
五
年
三
月
ま
で
の
記
述
で
、
專
一
識
は
四
月
で

終
了
し
て
い
る
。
明
治
一
四
年
一
二
月
二
八
日
ま
で
は
大
変
詳

細
な
記
述
に
な
っ
て
い
て
重
複
し
て
で
て
く
る
手
術
に
関
し
て

は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
三
月
ま
で
の
記
述
は
ほ
と

ん
ど
の
記
載
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
詳

細
な
記
録
は
専
一
識
で
は
四
例
、
格
識
で
は
一
例
に
と
ど
ま
る
。

そ
し
て
両
者
の
記
載
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
明
治
一
四
年
の

記
載
内
容
を
詳
細
に
対
比
し
て
み
る
と
、
図
中
の
解
説
文
と
か

挿
入
修
正
さ
れ
た
文
章
を
見
る
と
、
お
互
い
補
っ
て
同
一
文
章

に
な
っ
て
い
る
。
明
治
一
四
年
一
月
よ
り
一
二
月
ま
で
順
天
堂

に
お
い
て
外
科
手
術
を
受
け
た
患
者
は
一
七
五
名
に
達
す
る
と

い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
記
述
内
容
は
す
べ
て
格
太
郎
が
順

天
堂
医
院
に
在
籍
し
て
い
た
期
間
内
の
こ
と
で
す
。
格
識
傍
観

録
に
は
専
一
識
の
傍
観
録
に
は
見
ら
れ
な
い
格
太
郎
独
自
の
文

献
調
査
メ
モ
が
最
後
に
東
京
医
事
新
誌
抜
粋
と
し
て
九
一
ペ
ー

ジ
、
死
亡
届
取
扱
規
則
五
ペ
ー
ジ
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
専
一
が
順
天
堂
医
院
に
在
籍
し
た
期
間
が
不

明
で
あ
る
が
、
専
一
は
格
太
郎
と
同
郷
の
士
で
あ
り
、
伊
賀
上

野
福
居
町
出
身
で
あ
る
こ
と
が
、
ほ
か
の
格
太
郎
筆
メ
モ
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
の
こ
と
を
考
盧
す
る
と
こ
の
傍
観
録
は

二
人
の
合
作
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
そ
の
後
の
調
査
で
専
一
が

三
重
県
私
立
衛
生
会
委
員
の
一
人
で
あ
り
、
伊
勢
地
方
で
赤
痢

が
蔓
延
し
た
と
き
、
明
治
二
七
年
眼
科
医
の
格
太
郎
に
そ
の
疫

病
対
策
医
師
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
を
委
嘱
し
た
記
録
が
残
っ

て
い
る
。
順
天
堂
医
院
で
近
代
医
学
の
最
先
端
の
医
療
に
携
わ

っ
た
経
験
が
買
わ
れ
た
こ
と
、
当
時
は
国
家
試
験
の
免
許
取
得

範
囲
以
外
に
も
諸
種
病
気
の
治
療
に
携
わ
る
こ
と
が
容
認
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
人
は
帰
郷
後
も

緊
密
な
連
携
を
保
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
。


